
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※フェスティバルの詳しい内容及び入会の申込書等は、島根県立万葉公園のHPをご覧ください。http://ohata.jp/manyou/ 

石見相聞歌を朗詠する川島芙美子会長（中央）や  

江津市民＝江津市嘉久志町、地場産業振興センター 

（トークショー「石見を愛した人麻呂さんの恋」） 

（早苗ネネ氏による「石見相聞歌」作曲発表） 

（内田賢徳氏講演「山陰の万葉歌」） 

（藤岡大拙氏祝辞「山陰の万葉歌人と観光資源」） 

 
石
見
と
関
係
が
深
い
万
葉
歌

人
・
柿
本
人
麻
呂
の
魅
力
に
迫
る

イ
ベ
ン
ト
「
万
葉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
１
月
１３
日
、
江
津
市
嘉
久

志
町
の
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
。
人
麻
呂
の
和
歌
の

朗
詠
や
記
念
講
演
な
ど
が
あ
り
、

来
場
し
た
約
３
０
０
人
が
、
多
く

の
秀
歌
を
残
し
た
歌
聖
へ
思
い
を

は
せ
た
。 

 

約
１
３
０
０
年
前
、
石
見
に
国

司
と
し
て
赴
任
し
た
人
麻
呂
は
、

同
市
二
宮
町
が
生
誕
地
と
さ
れ
る 
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「
山
陰
万
葉
を
歩
く
会
」
の
設
立
を
記
念
し
て
第
１
回
万
葉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
１
月
１３

日
（
月
）
に
江
津
で
行
い
ま
し
た
。
お
陰
様
で
約
３
５
０
人
の
方
々
に
参
加
戴
き
、
山
陰

の
万
葉
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

依よ
さ

羅
娘
子

み
の
お
と
め

を
め
と
る
。
都
へ
戻
る
際
、

妻
と
の
別
れ
を
悲
し
ん
で
詠
ん
だ

「
石
見
相
聞
歌
」
に
は
同
市
と
さ
れ

る
地
名
が
登
場
す
る
ほ
か
、
人
麻
呂

終
焉
の
地
を
石
見
と
す
る
説
も
あ

る
。 

 

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
同
市
の
人
麻
呂

顕
彰
グ
ル
ー
プ
・
麻
呂
の
会
黒
川
貢

会
長
と
、
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
す
る
山

陰
万
葉
を
歩
く
会
の
川
島
芙
美
子
会

長
が
、
人
麻
呂
と
依
羅
娘
子
風
の
衣

装
を
着
て
登
場
。
市
民
ら
と
と
も
に

石
見
相
聞
歌
を
朗
詠
し
た
。 

 

こ
の
ほ
か
、
京
都
大
名
誉
教
授
の

内
田
賢
徳
氏
が
「
山
陰
の
万
葉
歌
」

と
題
し
講
演
し
、
人
麻
呂
の
和
歌
に

つ
い
て
解
説
。
歌
手
の
早
苗
ネ
ネ
さ

ん
に
よ
る
石
見
相
聞
歌
を
題
材
に
し

た
歌
の
披
露
も
あ
っ
た
。 

 

川
島
会
長
は
「
多
く
の
人
に
来
て

い
た
だ
い
た
。
今
後
も
地
域
の
宝
で

あ
る
人
麻
呂
や
万
葉
集
を
見
つ
め
直

し
、
広
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。 

 

山
陰
中
央
新
報
社
に
よ
る
１
月
１４
日
の

記
事
（
写
真
は
会
か
ら
提
供
） 

なお、1月 12日（日）には益田・江津のスポット巡りを行い、定員をオーバーする申し込みをいただき感謝致します。 



因幡万葉歴史館での 

朗詠風景 

伯耆の万葉について、根鈴 

倉吉博物館長から聞く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本
活
動
の
参
考
に
な
る
行
事
等 

・大
伯
耆
展 

～
暮
ら
し
と
祈
り
～ 

倉
吉
博
物
館
（倉
吉
市
） 

 

Ｈ
26
年 

５
／
17
～
６
／
24 

・
20
周
年
記
念
特
別
展 

因
幡
万
葉
歴
史
館
（鳥
取
市
） 

 

Ｈ
26
年
 10
月
～
11
月 

・オ
ペ
ラ
「ヒ
ト
・
マ
ル
」 

い
わ
み
芸
術
劇
場
（
グ
ラ
ン
ト
ワ
）
（益
田
市
） 

 
 

 
 

 
 

 

Ｈ
27
年 

２
月
15
日
（
日
）
上
演
予
定 

・第
19
回
人
麿
の
里
万
葉
短
歌
大
会 

島
根
県
立
万
葉
公
園
（益
田
市
） 

 
 

 
 

 
 

 

Ｈ
26
年
５
月
31
日
（
土
）  

 
 
 
 

・「人
麻
呂
さ
ん
石
見
に
生
き
て
恋
し
て
」山
陰
中
央
新
報
社
刊 

 
 

 
 

 
 

 

Ｈ
26
年 

３
／
20
出
版
予
定 

 
 

 
 

 

山
陰
万
葉
を
歩
く
会
の
設

立
主
旨
及
び
１
月
１２
日
（
万

葉
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
）
１
月
１３

日
（
万
葉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

等
に
つ
き
ま
し
て
メ
デ
ィ
ア

各
社
（
朝
日
・
読
売
・
毎
日
・

中
国
・
産
経
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｔ

Ｓ
Ｋ
・
Ｎ
Ｔ
Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
Ｓ
・

石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
）

な
ど
に
報
道
し
て
戴
き
ま
し

た
。
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

会
の
主
な
活
動
は
１０
月

２０
日
に
石
見
の
方
々
（
３４

名
）
が
、
因
幡
万
葉
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
て
戴
く

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
、
万
葉
集
で
の

つ
な
が
り
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

今
後
も
、
万
葉
集
（
日
本

初
の
和
歌
集
）
の
良
さ
と
山

陰
の
風
土
に
基
づ
く
昔
な
が

ら
の
暮
ら
し
の
良
さ
を
見
直

し
な
が
ら
、
皆
様
と
見
た
り
、

聞
い
た
り
、
歩
い
た
り
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

「
山
陰
万
葉
を
歩
く
会
」
ご
入
会
の
ご
案
内
に
つ
い
て 

 

概
要 

  

・
平
成
２５
年
度
事
業
内
容 

 
 
 

広
域
万
葉
地
図
の
作
成
、
講
演
会
等
の
開
催 

 
 
 

万
葉
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
、
会
報
の
作
成
・
発
行
等 

・
平
成
２６
年
度
事
業
予
定 

 
 
 

講
演
会
・
万
葉
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
等
の
開
催 

 
 
 

会
報
の
作
成
・
発
行
等 

 
 

会 

長 
 

川
島
芙
美
子
（
風
土
記
を
訪
ね
る
会
代
表
） 

 

副
会
長 

 

木
谷 

 

清
人
（
鳥
取
市
公
益
文
化
財
団
理
事
長
） 

ア
ド
バ 

 
  

 

藤
岡 

 

大
拙
（
荒
神
谷
博
物
館
館
長
） 

イ
ザ
ー  

 

内
田 

 

賢
徳
（
萬
葉
学
会
代
表
） 

 
 
 
 

 
 

末
成 

 

弘
明
（
い
わ
み
芸
術
劇
場
館
長
） 

  
 

年
会
費 

 

個
人
２
千
円 

 

団
体
１
万
円 

 

会
費
の
振
込
先 

 
 
 
 

山
陰
合
同
銀
行
江
津
支
店 

 
 
 
 
 
 

普
通 

３
６
５
９
５
５
７ 

 
 
 

 
 

山
陰
万
葉
を
歩
く
会 

会
長 

川
島
芙
美
子 

 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

 
 

事
務
局 

江
津
市
役
所
商
工
観
光
課
観
光
振
興
係 
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